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宇宙創造説序論
（K．　Y．　生）
　世界に初めありゃ？　かく尋ねられて明確に有りε答へる人も，否S答
へる人もなからう．否初めありS考へる事も始めなく，無限をSほして我
我の宇宙が流韓するミ考へるのも同じ要當さをもってみる，
　然し之は又初めS云ふ意味の漠然さから生じた不確さである，
　初め’L一．’は如何なる意味か？　特に吾々の場合に於て字宙の超原を論ずる
のであるが起原εは如何なる意味をもつてみるか？．
　吾々が生物隠者に人類はその昔如何なる猷態であったかε尋ねる，する
ε生物學者は化石ミ類人猿ミの比較研究から，恐らく五十萬年以前に於て
入間は極めて猿に似た動物であったE答へるであらう．吾々はかくの如く
にして，アミーバの昔に迄人類の歴史をさかのぼる事が出來るであらうが
もし然らばアミーバ以前に於ては如何ε尋ねるならば，生物學者も亦口を
つむぐであらう．
恐らく之に封ずる答は無盆である．
　同じやうな比喩が吾々の揚合にもあてはまる．ラプラスは世界，いや我
が太陽系はゴその昔はガス歌の系が一つの中心核をもって，ぐるぐる廻韓
してみたであらうS考へるが，然らばそれ以前の歌態がなかったかε云ふ
に，決してそうではない．何Sなれば結果を生む因は無限にさかのぼり得
るからである．
　初めε云ふものが以上のやうなものであるならば，如何にして吾々が宇
宙創造説をくみたて得るか？
　くみ立てられたる創造読は眞の初めを設朋せんミする假設ではなくて，
進化の一階段にある星辰の歌態をεかんεする假説であるであらうか？
もしかくの如きものならば，宇宙創造説はすべての人々に於て，その根本
の思想を異にしなければならない．
　然し吾々の聞かんミする宇宙創造読は全く上の如き意味のものではない．
　天に於ける統一ある遊星の蓮動，さては廣く銀河全艦に亙る二大星流の
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如く，叉は各種の星兜，星雲の一一方に下限されて分布する平等藪へあぐれ
ば色々あるであらうが，この統一・された整然さを見る時に，この統一ある
世界の生れるために如何なる世界が必要であるか書云ふ考へが吾々の心に
起る．
　支那に起つた五行説の如きも，極めて非科學的であるが，遊星の蓮動に
封ずる説明であった．そして我々の心は更に之等の個々の統一・以上に，な
ほもう一層統一された法則がないであらうかε尋ねる．撃ち宇宙全盟をミ
ほしてながれる大きな統一を科學的な方面からSかすにはおられなくなる・
　この吾々の心持をみたすべく生れたのが宇宙創造説である・
　然らば宇宙の起原を推定せんミする説ε銘打つた，宇宙創造設は全く夫．
夫の時代に於ける天文寺上の知識に．その基礎をおいてみる事になる・
　實際我々の組立てんEする宇宙創造説はこの室間的の旗りをもった星辰
の世界を，假りに時間的な鑛りであらはしたものであるE考へられる．
　かく考へるならば宇宙の起原ε云ふ意味を明確に了解され得るであら弘
吾々の場合に於て宇宙の起原は，時間的よりも寧ろ室間的の内容をもって
みる．今見る世界それが如何な歌里にあるか？　部ち個々の星辰，或はそ
の間の關係，或は全史εしてのありさま，之を尤もよく知らなければなら
ないのである．そして全艦の中に見出されナこ立派な統一が宇宙創造説なの
である．
　されば吾々の問題にせんミする宇宙創造読はs輩に世界の昔の歌態を推
定せんミする弱々しい假説ではない．それはすべての天文學の知識をεり
入れて，立派な頭月嵩によって組立てナこられた一大殿堂である事を要する．
　古來幾多の説が相起り，相滅んだがその跡をさぐって見る事も叉深い興
味のあるものである．、自分は之から碩學ボアンカv一一に激って，最も光輝
ある天丈學上の問題を展開する光榮を甚だ喜ぶものである．
（1）カントの読
　宇宙創造論に關する最もポピュラーな説はカント並にラプラスのそれで
ある．かく有名なカントの宇宙の成立に關する最初の考へは，1755年に稜
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表されナこ．彼の哲學的の地位によってこの説は可なり人々の注目を惹いた
が，あまりにも力駅戸の根縁の少かったナこめにいくばくもなくして滅んで
了つた事は彼にミつては不幸な事である．εまれ彼の説の輪廓をのべて先
づ吾々の宇宙創造設の火ぶたを切らう．
　彼カントは，碧く一般に銀河の成因に封ずる平明をすらなさんE試みた
が，その重要なる部分は寧ろ太陽系の創造に即するものである．
　彼も亦，當時の多くの門々ε同じく，太陽をミりまく遊星系が太陽の周
園に同じ方向に廻っており，しかもその蓮行ずる軌道面が，大子一つの李
面に一一twするこいふやうな事實に，いナニく注意を惹いナこ．
　カン1・の考への根本は，太陽系は，その起原に於て，一半なある籏りを
もった雲歌の物質（中には流星様のものも含む）が静止の歌態にあったざ考
へた．
　且つ現在太陽がある部分は，若干密度が大きくて，それがためにその部
分は他の部分を引きつけて，絶えずその質量が喉侍する．然し他の部分に
於ても密度が必ずしも一定でないがために，太陽が外の物質を惹きつけつ
つある際に生する各部分の不李均によって，系全艦が何等かの蓮動を起す
に到る．
　この蓮動は二様の回航をうける．即ち各部分の相互の間の引力及その他
摩擦衝突等による抵抗である．その結果各部分は最も抵抗の少ない位置に
段々ミ進んでくる．換言すれば各部分は同じ方向に略々園に近い軌道を描
いて動き，且つ次第次第に各物禮は同一の李面に近づいてくる事になる．
　倫上にのべナこ如く太陽以外の部分でも二野均があるtcめに，そこで第二
次的な集團が出來て，新しい引力の中心が遊星を生む事になる．
　このカンbの説は全く重力のみによって，その成因を説明せんミするも
のであるが，保存系に於ける門門蓮動量不憂の法則からして見るε全くだ
めである．　静止即無の廻韓停学量をもつ系から出嚢して極めて小さい値
ではあるが廻韓滑動：量をもつ，今日の太陽系を生み出す事は不可能である．
　カントが何故後年ラプラスが考へずこ如く最初から廻韓してみるガス禮質
を考へなかつナこのであらうかεボアンカレーは云ってみる．
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　カントの遊星系の自韓についての読明は極めて不十分である．
　更にカントの土星環の成立についての話をきく事にしやう．
　引力によっての牧縮で太陽系が戦野上るのであるが，牧縮をやるxS一’般
に高温度になる，土星も出営上つt當時は極めて高温度であったであらう．
　その大氣は現在地がある部分野駒遠く籏がつてゐナこのである．大氣の各
部分はもεもざ土星の上部ε一緒に廻ってみたのであるからそれ自身の速
さをもってみるが，段々冷却してくるにつれて，ある部分は土星に引かれ
て，重力にさからって壁厚をつづけ得るもののみがあεに残るわけで，そ
れらは蓮動の途中赤道面に引き寄せられて集って今日見るやうな環が出來
たのである．爾土星の赤道部から上昇した大氣は，速さが大きいためにそ
の大部は上昇しtcまN．でるるであらう．
　かう考へてカン5は土星の自韓時間を6h25m52sなる二値を算出した．
　之は勿論今日の値Sは大きな相異であるが，カントは更に環の安定撒に
ついて考へk．この環をつくる物質の各部分の丁丁はある一つの法則で關
係づけられてむるわけのものでない・勿論重力ε遠心力は釣合はねばなら
ぬがその他には何等の制限がないわけであるから，環それ自身が二重若し
くは三重に分れてみる事も可能な事ではあるまいかざ考へた．
　蓋し當時は未だカシニ線が知られてみなかつkので，この鮎に於てカン
Fは観測に先じたミ云へる．
　カントは彗星の起原についても説をたてN，全く遊星ミ同じやうに成立
しtにミのべてみるが，年時は未だ彗星の中に逆蓮動をするもののある事が
知られてみなかつナ．この彗星の起原に下する考へはラプラスの考へSは
全く反封である．
　之でカントの説は終ったが，彼は太陽及遊星等の起原を，すべて同一の
系に明しそれが引力のみによって漸次解明したεミくもので，甚だ面白い
がボアンカv一の言をかりて云へば穿りにしばしば力學の原理に矛盾して
みるのである・
（II）ラプラスの星雲読
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　ラプラスは24歳の時，既に佛蘭西のニウトンSよばれfc，天才で彼の解
折的な試聴はあらゆる方面に亙っての成功をもたらした・
　吾々は藪にラプラスの設を聞くこεにするが，彼の設εカントの設は全
く別な天地に立ってみる事に氣がつくのである．
　　　　　　　　ラプラス當時知られてみた遊星及徳星の衷
　　　遊　　星　　表　　　　　　　　　衛　　　　星　　　　表
水星
金星
地球
火星
木星、
土星
天王星
　　　　離心率軌道傾斜
。．206］　7e　o．，2」
O．007
O．017
O．093
O，084
O．056
Q．Q47
3　23．6
1　51．0
1　18．4
・2　29．5
O　46．4
一　．
衛星 離心傘 遊星・赤道二i封スル傾斜
地球
?
0，055　　　　　5。8P
黶Q
木，
1 0，eOO 0．03
0．01）0 0．47II
hII
hV
0，002　　　　　0ユ8
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－星 『　㎜@0，007 027
1 0，019　　　　　1．。6
1工
hII
　Q．005｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
@0．000
0．0
1．1
?????????
IV 0，002 0．1
V 0，001 0．0
　VI 0，029 0．6
嗣㎜ （土星の軌蓮に封して）　　　　　162
　ラプラスは全くカントの説を知らなかったやうに思はれるので，彼自身
もそれ以前に出たバオフンの設を批評してみるが何等カントの説には及ん
でみない．
　當時の天文學上最も注意せられ7事實は
　　（i）遊星三韓の方向のご致及軌道面の略一致せる事．
　　（ii）遊星の自韓が順感動をなせる事．
　　繊）遊星並に衙星の軌道の離心率の極めて小さい事．
　　（iv）彗星の軌道が遊星等ε異って極めて大きい離心率をもつ事．
等でラプラスの星雲説は如何にして，この事實を設明すべきかS云ふ事に
おかれてあった．
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　然らばラプラスは太陽系の起原を如何なるものε假定したか？
　彼は吾々が今日見るガス駄星雲の如きものが太陽の起原で，郎ちその中
心は非常に密になってみて流膿ミ考へてもよい位で，その周園に希薄なガ
ス髄があって，それらが一門ミなって，廻削壁動をしてみる’S考へた．
　然しラプラス自身はそれにつけ加へて，恐らくそれ以前に於ては，中心
はそれ程密ではなく更にその以前に於ては中心は殆んS“周智に攣らないガ
ス膿になって居って殆んE“吾々には見えなかつkであらうこのべてるる・
　傭うプラスが上に考へた星雲説から如何にして太陽系の統一を組立てて
了つたか？
　便宜上中心部の集團を太陽ε呼ぶ事にするミ，その太陽を包むガスの罷
りは恐らく當時の最外側の遊星即ち天王星の軌道のあナこり迄すつミ分布し
てみたがそれらは皆太陽ミ同じやうな方向に太陽の周園を廻ってみた．
　それらは漸次室間に熱量をはきだして冷却するためにその容積も又牧縮
しその結果系の廻雪平動の速さが暦してくる．
　ガス歌物質の中で比較的速度の小さいものは遠心力が小さいために，引
力によって太陽面に引き寄せられる．
　太陽がある角速度ωで廻即してみる時に之ε同じ角速度で廻るガス鐙の
中に丁度遠心力ε引力Eが釣合ふものもある繹で，それらは相集って一つ
の集團を作るわけである．更に太陽及びそれを包むガスが温度が低下する
につれ牧画するわけであるが，その際上にのべナこ集團は丁度遠心力ε引力
が釣合ってみるために全くεりのこされて土星環のやうな形になって，太
陽の歩卒を廻る事になる．早晩は更に角速度を摩してくるが，漸次温度が
下るにつれ上にのべたε同じやうにして第二の環をεりのこす．この方法
をくりかへしていくつかの環が室間にSりのこされて大氣は漸次牧回して
行く，之等の環はすべて出來た時代によって異る角速度をもつわけで1し
かも太陽の赤道面以外にある部分はその速度の小さいために太陽に引き寄
せられ随って出來上つナこ環は殆んさ赤道面に極限されて，しかもそれらは
圓に近い蓮動をする事になる．
　次に進化は第こ二の階段に進んで個々の環から遊星が寸寸上る，
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　太陽の中心からある環迄の距離をYざすればその環の遽さはケプラーの
第三法則からω2γ』constε云ふ式を充す．ある環についてその太陽に封し
て内側の部分ミ外側の部分を考へる．するミ内側の部分はγが小さいから
ωが大きく，外側は丁度その棚晒であるが，それらは摩擦の結果略同一の
角速度になり，’断ってその速さYωは外側程大きくなってくる．
　環も熟を失って冷却するが，それによって外部の方は内側に向って集る
ために夏に速度を増し之に反して内側は更に速度を減小する．まだ遊星の
成立はのべてみないがこの内外速度の相違が遊星自韓の順蓮動を起す所以
のものである．
　環が冷却する際に全膿が一様ではないために覆はいくつかに分れ，その
中質重の大きいものが引力の作用で長い年月の間に他の物を引きつけて一一
つの干犯の塊をつくる．かくして遊星が出來上るのでもし環が開襟であれ
ば，今日土星の周園を廻る環のやうにいくつかに分れすにそのま」残る事
霊なるのである．
　衛星の成立は全く遊星の成立ε同じく唯その規模が小さいだけの事であ
る．
　以上がラプラスの考へで第四の無届帥彗星の軌道の離心牽の極めて大き
い事を設明して彗星は太陽系に於ける放浪せるガス膿だ押して，全く遊星
等ミは別な起原のものミ云ってゐゐが今日から見れば勿論そんな事はなさ
そうである．
　爾藍に如何にして遊星を形成する環が生じるかについてのRocheの研究
をのべて見たい．
　ラプラスの考ヘナこ星雲について考へる，即ち，中心が他の部分に比して
非常に密集してみて，その雪田には極めて希薄なガス膿が一つの軸の廻り
に全艘ミして廻明してみる時如何なる形をミるべきか？
　先づ中心は球歌であるSし，その中心を坐骨軸の中心ざして直角生干系
を考へる．廻四二をz軸NSしてその周りにωなる速度で廻韓する．
　中心核の質量をMεして大氣中の任意の鮎を（x，y，z）にεる葛中心核が
その貼に及ぼす引力の＊’テンシヤルは
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’泣ノ@　　　　、，／lr
〃饗、・〆 ??????????? ’
　　　　　　　　M　　　　M
　　　　　　　　Y一ゾx耳ラ2：研
　その貼の遠心力のポテンシャルは
　　　　　　　　ヰ（・・＋・・）
　それ故に系の等ポテンシャル面は
　　　　　　　　ゾ（講ザ）＋一身（x2十y2）一α。常歎
で與へられる．Z軸の周りに廻湿すゐ系について考へてるる故yz李面に
ついての系の有機を考早ればよい．上の式でx二〇εおくS，
　　　　　　　　＿M．　＋」愛z弍
　　　　　　　　v！y－2＋z2　’　2
εなる．このCにいろいろの値を入れて．それに封ずる等ポテンシャル曲
線；が得られる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左圖のやう
　　　　　　　　　　Z
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な曲線になる、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，　2，　3，　4，　5，　．・．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等はCの色々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の異る値：にi封
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する曲線でC
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　が大きくなる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　につれて曲線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は中心0に近
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づいてくろ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cが小さくな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るにつれて，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，2，3，4，らの
　　　　　　　　　？一圖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　順序に漸次曲
線は績がって行く．
　實際存在する系に於ては・3でしるされ喪曲線より申の部分が中心部ミ
同じ丁丁をして廻韓するのでそれより外の部分は全く考へなくてもよい．
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曲線3はA，及Aノに於て二重鮎を作ってみるが0からA及A’迄の距離は全く
等しくて悟で與一られ・・　enちA・A・c・・灘な・S中心に近づ・・
このA，Aノに於ては丁度遠心力S引力Sが釣合ってみる貼で，そのナこめに系
が牧回して木氣はいろいろの影響を受けるにも拘らすこの部分にあるガス
艦は依然εしてその部分に止まる事が出來る．之はyz面について考へたが
全薩はz軸を軸εして廻韓すればよい0）でそ0）場合A，A’0）部は環を形成す
る事〉一なる．
　ラプラスの説は以上の如くであるが之に封しては少なからず反二四もあ
る，ボアンカv一は種々の場合についての研究をしてみるが吾々は唯その
結果をかりてラプラスの説の紹介を終る事にする．
　ラプラスの読は最初にのべた太陽系についての事實の（i），（iii）を可なり
よく詮明するやうに思はれるが（ii）の野党についてはあまりよく説明され
ない．
　叉その後学見されナこある種の衛星の公韓が逆蓮動をなせる事實，或は小
遊星の中に極めて大きい軌道の傾きをなせるものがあるNS云ふ事實に肥し
てラプラスの設は一見無慣値：のやうに思はれるが，然し之は彼の設の慣値
を下げるものではなくてその責は平時の天文學の知識の少なかった事に館・
せねばならない。i藪ではラプラス以後に下見された営門になってラプラス
の論を責むる事はやめて，唯如何なる鮎に論理的なる弱鮎をもつかを考へ
て見ナこい．
　先づラプラスの説では遊星は環が冷却するにつれていくつかに分れて，
再び引きあって出來るミ云ふのであるが，Kifkwoodの研究による言このや
うにして遊星が出來るために莫大な年半が入るミのべてみる．
　海王星を作る環の二つの部分が180度へだてN，然かも太陽迄の夫々の
距離が千哩位しか違はない時にその二つの部分が相互の引力や或は太陽の
引力等によって結合するナこめには，少なくミも一億五千萬年を要するざ計
閉してみるが，然しこの研究もラプラスの読に封ずる大なる反封ではない
やうに思はれる．
　他の一つの難黙は衛星の遊星からの距離が非常に大きいミ云ふ事’である．
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　吾が地球の場合に於て彼の説から行けば地球の大氣の鑛りは現在の月ミ
地球の騨媛蜥位に止まる就なつ一’C’月が出來ナ・・しても・もつ・
地球に近くあらねばならぬ事になる．然しこの鮎は．Rocheの研究によって
大氣の旗りがもつε遠く迄ある事が可能になつkナこめに難馳が除却されf
．わけである．
　更に次の四六は火星の第一の遊星（當時は未だ知られてみなかった）及土
星の内部の環の公韓週期が火星或は土星の自韓週期より小さい事である・
換言すれば火星の第一一va星或は土星の内部の環の有する角速度が水星或は
土星の有する角速度より大きい事で，この事實は彼の衛星の成立を考へれ
ば大きな矛盾である事が分る．
　然し之も大氣の抵抗が衛星の軌道を狭める方向に働いて，そのために角
速度が大きくなつナこミ考へれば説明はつく．
　要するに弱馳は以上の如きもので夫々がその何の研究によって兎に角説
明されて來たわけであるが，ラプラスの詮はそれ以後に見出されt多くの
盛宴を説明し得ないのは當然であらう．兎に角も彼の先盲者ミして功を認
めナこレ、．　（12gt・Int）
　　　　　　　　四分儀座流星の襯測を奨む
　毎年一月一日から一週間ばかりの間は，龍座のイ星附近（絶ち昔し
四分野Quadrans星座のあっナこ邊）から一群の流星が飛ぶ時である．
此の群に堕する流星は多くは光輝の大きいもので，長く飛び，跡には
ごく短かい光芒を残す．可なり面白い流星である．こんさの新年早々
は月の光りが大して妨げをしないで，好い時機であるから，會員ナこち
の中の有志者は，誰でも大に振って観測して貰ひたい．L寒いから1な
さミ言はぬが好い，適當な星圖を持って，個々の流星の経路，時刻，色，
時間，遽さ，等々，を観察するのである．望遠鏡は決して要らない．
　有志者には星圖を無代慣で進呈するから，本會へ遠慮なく申込んで
貰ひたい．其の代り，観測結果を報告して頂きたい．
